
杉

本

委

員

長

は

、

「

職

場

の

闘

い

、

安

全

安

定

輸

送

と

ロ

ー

カ

ル

線

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

や

社

保

庁

な

ど

の

争

議

支

援

、

消

費

税

や

オ

ス

プ

レ

イ

の

配

備

、

原

発

廃

炉

な

ど

に

奮

闘

し

、

最

重

要

課

題

の

組

織

拡

大

に

全

力

を

挙

げ

よ

う

」

と

挨

拶

し

ま

し

た

。

討

論

は

、

「

乗

務

員

の

要

員

問

題

、

出

向

先

の

労

働

条

件

、

専

任

社

員

と

定

年

問

題

、

ロ

ー

カ

ル

線

を

守

る

闘

い

、

職

場

三

大

運

動

の

成

果

、

異

常

時

の

Ｃ

Ｔ

Ｃ

指

令

の

指

示

の

あ

り

方

、

組

織

拡

大

の

必

要

性

」

な

ど

の

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。

植

田

書

記

長

は

、

「

仕

事

の

中

心

に

座

り

、

職

場

の

不

満

を

要

求

に

変

え

、

要

求

獲

得

を

目

指

し

て

闘

う

。

特

に

、

Ｊ

Ｒ

不

採

用

問

題

を

闘

っ

た

成

果

と

教

訓

を

生

か

し

あ

ら

ゆ

る

争

議

行

為

に

連

帯

す

る

。

ま

た

、

労

働

者

・

国

民

的

課

題

に

つ

い

て

も

闘

う

。

そ

の

為

に

、

組

織

拡

大

は

、

覚

悟

を

持

っ

て

行

お

う

」

と

集

約

し

ま

し

た

。

討

論

は

、

「

専

従

配

置

、

役

員

定

年

の

年

齢

引

き

上

げ

に

つ

い

て

、

組

合

員

の

高

齢

化

・

減

少

に

よ

る

組

合

運

営

に

つ

い

て

、

再

出

向

の

問

題

、

出

向

者

の

組

織

化

の

必

要

性

、

掲

示

版

の

活

用

・

設

置

を

求

め

た

取

組

み

報

告

、

起

床

報

告

で

の

労

基

署

申

告

の

成

果

と

今

後

の

進

め

方

」

な

ど

で

し

た

。

ま

た

、

「

中

央

リ

ニ

ア

新

幹

線

の

国

労

の

考

え

方

を

求

め

る

」

意

見

が

あ

り

ま

し

た

。

駅

無

人

化

反

対

の

闘

い

に

つ

い

て

は

、

「

自

治

体

要

請

や

地

域

で

の

ビ

ラ

配

布

の

教

訓

を

生

か

す

。

地

域

住

民

の

声

を

反

映

し

運

動

を

継

続

す

る

こ

と

が

必

要

」

と

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。伊

藤

書

記

長

は

、

「

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

を

生

か

し

た

要

求

づ

く

り

が

必

要

。

労

基

署

申

告

の

教

訓

を

生

か

し

、

タ

ダ

働

き

を

な

く

す

運

動

に

繋

げ

た

い

。

組

織

拡

大

は

、

ま

ず

声

を

掛

け

、

一

歩

踏

み

込

む

決

意

を

固

め

よ

う

。

ま

た

、

震

災

復

興

で

の

政

治

の

混

迷

、

改

憲

の

動

き

の

強

ま

っ

て

い

る

。

労

働

組

合

の

役

割

を

果

た

し

、

地

域

・

職

場

か

ら

運

動

を

強

め

よ

う

」

と

集

約

し

ま

し

た

。

討

論

は

、

「

大

阪

で

は

『

３

・

12

統

一

行

動

』

で

２

８

０

人

が

参

加

し

、

13

春

闘

が

闘

え

た

。

熱

中

症

対

策

を

強

化

し

て

ほ

し

い

、

定

期

健

康

診

断

と

運

転

適

正

検

査

の

時

間

を

勤

務

時

間

に

す

る

べ

き

、

専

任

社

員

に

な

る

上

で

会

社

に

希

望

が

言

え

る

場

が

必

要

、

掲

示

板

の

設

置

の

あ

り

方

に

つ

い

て

」

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

災

害

問

題

に

つ

い

て

、

多

く

の

組

合

員

か

ら

発

言

が

あ

り

、

「

乗

務

員

の

運

用

に

問

題

が

あ

る

。

昨

年

の

台

風

・

大

雨

の

教

訓

が

活

か

さ

れ

て

い

な

い

、

ゲ

リ

ラ

豪

雨

時

の

水

位

確

認

の

安

全

は

保

た

れ

る

の

か

」

な

ど

で

し

た

。

佐

藤

書

記

長

は

、

「

組

織

強

化

・

拡

大

は

難

し

さ

や

葛

藤

が

あ

る

が

学

び

、

頑

張

っ

て

い

こ

う

。

安

全

問

題

や

労

働

条

件

改

善

で

は

、

調

査

・

点

検

活

動

で

要

求

の

根

拠

を

明

確

に

し

て

行

く

こ

と

が

重

要

。

全

職

場

で

職

場

三

大

要

求

や

仕

事

総

点

検

運

動

を

進

め

よ

う

」

と

集

約

し

ま

し

た

。

２０１２年１０月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２８（１）
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行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

渡渡渡渡

邉邉邉邉

良良良良

成成成成

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

高高高高

木木木木

宏宏宏宏

新新新新幹幹幹幹線線線線・・・・静静静静岡岡岡岡・・・・名名名名古古古古屋屋屋屋がががが地地地地方方方方大大大大会会会会開開開開催催催催

新

幹

線

・

静

岡

・

名

古

屋

の

地

方

本

部

大

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

の

大

会

で

は

、

『

職

場

で

の

要

求

獲

得

の

闘

い

、

職

場

三

大

要

求

運

動

、

駅

無

人

化

反

対

の

取

組

み

、

組

織

拡

大

の

取

り

組

み

』

な

ど

の

発

言

で

運

動

方

針

が

補

強

さ

れ

ま

し

た

。

静静静静

岡岡岡岡

地地地地

本本本本

新新新新

幹幹幹幹

線線線線

地地地地

本本本本

名名名名

古古古古

屋屋屋屋

地地地地

本本本本

あいさつする静岡地本・杉本委員長

東海本部は10月３日、野田内閣に対しオスプ

レイの沖縄普天間基地配備はもとより、日本の

どの地域での訓練飛行も許さないことを強く訴

え、国民の生命を危険にさらすオスプレイの配

備を許した野田内閣を強く抗議する、と表明し

ました。（全文は東海本部ホームページ）

オオオオススススププププレレレレイイイイ配配配配備備備備でででで抗抗抗抗議議議議声声声声明明明明・・・・東東東東海海海海本本本本部部部部



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

オ

ス

プ

レ

イ

は

、

ロ

ー

タ

ー

を

上

に

向

け

た

垂

直

離

着

陸

モ

ー

ド

（

ヘ

リ

モ

ー

ド

）

で

飛

行

中

に

両

エ

ン

ジ

ン

が

停

止

し

た

場

合

、

安

全

に

着

陸

す

る

オ

ー

ト

ロ

ー

テ

ー

シ

ョ

ン

（

自

動

回

転

飛

行

）

の

能

力

が

欠

如

し

て

い

る

欠

陥

機

で

す

。

今

年

の

４

月

の

モ

ロ

ッ

コ

事

故

、

６

月

の

フ

ロ

リ

ダ

事

故

は

、

ヘ

リ

モ

ー

ド

か

ら

固

定

翼

機

モ

ー

ド

に

切

り

替

え

る

最

中

の

事

故

で

し

た

。

モ

ロ

ッ

コ

事

故

で

は

、

米

軍

や

日

本

政

府

は

「

ベ

テ

ラ

ン

指

導

操

縦

士

の

ミ

ス

で

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

が

落

下

中

の

機

体

制

御

が

で

き

ず

墜

落

し

た

」

と

し

て

い

ま

す

。

日

本

で

行

う

飛

行

訓

練

は

、

未

熟

な

操

縦

士

が

飛

行

さ

せ

る

の

で

更

に

墜

落

の

可

能

性

は

高

ま

り

危

険

極

ま

り

な

い

も

の

で

す

。

岩

国

で

の

試

験

飛

行

で

は

、

市

街

地

や

学

校

の

上

空

を

飛

行

し

、

沖

縄

、

普

天

間

で

は

、

市

街

地

上

空

を

ヘ

リ

モ

ー

ド

で

飛

行

し

、

原

則

米

軍

基

地

や

区

域

内

に

限

る

な

ど

と

し

た

日

米

の

運

用

ル

ー

ル

違

反

を

繰

り

返

し

て

い

ま

す

。

９

月

９

日

に

行

わ

れ

た

沖

縄

県

民

大

会

に

10

万

人

が

参

加

し

、

岩

国

基

地

か

ら

普

天

間

基

地

へ

の

配

備

反

対

は

沖

縄

県

民

の

総

意

で

あ

る

事

を

示

し

ま

し

た

。

９

月

30

日

に

は

、

岩

国

市

内

で

オ

ス

プ

レ

イ

の

本

土

初

飛

行

に

抗

議

す

る

市

民

集

会

が

開

か

れ

、

「

世

界

一

危

険

だ

と

さ

れ

る

普

天

間

に

配

備

す

る

の

は

言

語

道

断

。

一

刻

も

早

く

試

験

飛

行

を

中

止

さ

せ

、

沖

縄

配

備

の

撤

回

ま

で

日

米

両

政

府

に

働

き

か

け

、

粘

り

強

く

取

り

組

む

」

と

声

明

し

ま

し

た

。

ま

た

、

10

月

９

日

に

は

、

仲

井

真

沖

縄

県

知

事

と

佐

喜

真

宜

野

湾

市

長

が

野

田

総

理

大

臣

に

対

し

、

オ

ス

プ

レ

イ

配

備

見

直

し

と

普

天

間

基

地

撤

去

を

迫

り

ま

し

た

。

総

理

大

臣

は

、

配

備

を

撤

回

せ

ず

、

「

理

解

を

求

め

る

」

と

し

て

平

行

線

に

終

わ

っ

て

い

ま

す

。

日

米

両

政

府

は

、

一

日

も

早

く

オ

ス

プ

レ

イ

の

配

備

撤

回

と

普

天

間

基

地

を

即

時

撤

去

す

べ

き

で

す

。

２０１２年１０月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２８（２）

国労東海本部ホームページ http://www.kokurotokai.com/

オオオオ

スススス

ププププ

レレレレ

イイイイ

配配配配

備備備備

撤撤撤撤

回回回回

をををを

日

米

両

政

府

は

10

月

６

日

、

米

軍

の

垂

直

離

着

陸

機

Ｍ

Ｖ

22

オ

ス

プ

レ

イ

を

、

沖

縄

・

普

天

間

基

地

に

全

12

機

強

制

配

備

し

ま

し

た

。

オ

ス

プ

レ

イ

は

、

開

発

段

階

か

ら

事

故

が

相

次

ぐ

問

題

や

構

造

的

な

欠

陥

が

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

。

強

制

配

備

を

し

た

普

天

間

基

地

周

辺

に

は

保

育

施

設

や

学

校

、

病

院

、

公

共

施

設

が

林

立

し

て

お

り

、

訓

練

で

は

ル

ー

ル

違

反

が

日

常

的

に

行

わ

れ

て

お

り

１

日

も

早

く

オ

ス

プ

レ

イ

の

配

備

を

撤

回

す

べ

き

で

す

。

最最最最

もももも

危危危危

険険険険

なななな

軍軍軍軍

用用用用

機機機機

がががが

早早早早

くくくく

もももも

ルルルル

ーーーー

ルルルル

違違違違

反反反反

！！！！

岩国で試験飛行するオスプレイ

【【【【

９９９９

月月月月

33330000

日日日日

】】】】

国

労

名

古

屋

地

本

も

加

盟

す

る

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

支

援

愛

知

の

会

が

、

Ｊ

Ｒ

名

古

屋

駅

前

で

宣

伝

行

動

を

行

い

ま

し

た

。

台

風

が

接

近

す

る

状

況

の

下

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

訴

訟

原

告

10

名

と

愛

知

の

支

援

団

体

と

個

人

約

40

名

に

よ

る

宣

伝

行

動

が

、

11

時

か

ら

１

時

間

行

わ

れ

ま

し

た

。

通

行

す

る

人

は

驚

く

ほ

ど

多

く

、

横

断

幕

を

大

き

く

か

か

げ

、

歌

声

の

皆

さ

ん

の

声

が

駅

前

に

響

く

な

か

で

ビ

ラ

を

３

０

０

０

枚

配

布

し

ま

し

た

。

関

心

を

も

ち

立

ち

止

ま

る

人

や

原

告

団

と

話

し

込

む

光

景

が

多

く

見

ら

れ

ま

し

た

。

ビ

ラ

を

受

け

と

っ

た

小

学

生

か

ら

、

「

Ｊ

Ａ

Ｌ

っ

て

、

な

に

！

」

と

質

問

が

あ

り

、

こ

の

不

当

解

雇

の

事

実

を

、

も

っ

と

広

く

知

ら

せ

る

必

要

性

を

実

感

し

ま

し

た

。

原

告

団

員

は

、

「

ビ

ラ

の

受

け

取

り

が

良

く

び

っ

く

り

！

、

悪

天

候

の

な

か

、

多

く

の

人

に

応

援

し

て

い

た

だ

い

て

感

激

」

と

、

行

動

の

手

応

え

を

得

ま

し

た

。

【【【【

11110000

月月月月

１１１１

日日日日

】】】】

４

班

で

愛

知

県

内

の

郡

部

を

廻

り

、

各

団

体

等

に

支

援

を

訴

え

ま

し

た

。

夕

方

は

、

毎

月

の

「

１

の

日

」

宣

伝

に

合

流

し

、

Ｊ

Ｒ

金

山

駅

前

で

原

告

団

全

員

が

マ

イ

ク

で

解

決

へ

の

思

い

を

通

行

人

に

訴

え

ま

し

た

。

ＪＪＪＪ

ＡＡＡＡ

ＬＬＬＬ

闘闘闘闘

争争争争

支支支支

援援援援

！！！！

行行行行

動動動動

でででで

手手手手

応応応応

ええええ

9

月

30

日

と

１

日

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

不

当

解

雇

撤

回

支

援

愛

知

の

会

が

宣

伝

と

要

請

を

行

い

、

国

労

名

古

屋

地

本

も

参

加

し

闘

争

に

弾

み

を

つ

け

ま

し

た

。
国労広島から歌で訴え

行動参加の名古屋地本組合員

名名名名古古古古屋屋屋屋

抗抗抗抗

議議議議

・・・・

抗抗抗抗

議議議議

・・・・

抗抗抗抗

議議議議

！！！！


